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一
般
質
問

議員のつぶやき
未

11月の事業仕分け

イノシシ被害（原町区雫）

力
や
全
体
費
用
か
ら
す
れ

ば
、
行
政
の
ム
リ
、
ム
ラ
、

ム
ダ
を
排
除
す
る
方
針
に

逆
行
す
る
と
考
え
る
が
認

識
を
伺
う
。

答　

評
価
委
員
の
謝
礼
や

職
員
の
超
過
勤
務
な
ど

を
経
費
に
換
算
す
れ
ば
、

220
万
円
程
度
に
な
る
が
、

逆
行
す
る
と
は
と
ら
え
て

い
な
い
。

問　

執
行
部
で
工
夫
を
重

ね
て
取
り
組
ん
で
い
る
事

細田 　廣 議員

問　

南
相
馬
市
の
合
併
は

各
自
治
区
の
分
権
分
散
型

が
基
本
で
あ
り
、
鹿
島
、

原
町
、
小
高
各
区
の
特
色

あ
る
発
展
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

地
域
の
特
性
を
伸
ば

し
な
が
ら
、
南
相
馬
市
が

一
体
的
な
発
展
が
出
来
る

よ
う
に
努
め
る
。

問　

23
年
度
経
営
方
針
の

中
で
、
合
併
効
果
が
実
感

で
き
ず
不
満
が
あ
る
と
示

さ
れ
て
い
る
が
、

3
区
の
平
準
化

を
図
る
こ
と
に

重
き
が
置
か
れ

て
い
る
か
ら
で

は
な
い
か
。

答　

我
々
が
丁

寧
に
説
明
す
る

こ
と
で
理
解
を

得
て
ま
い
り
た

い
。

事
業
仕
分
け
に

つ
い
て

問　

事
業
仕
分

け
の
準
備
に
係

る
担
当
者
の
労

市
長
の

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

業
が
、
短
時
間
の
評
価
で

中
止
や
変
更
と
な
れ
ば
、

職
員
の
士
気
が
下
が
る
懸

念
が
あ
る
。
仕
分
け
は
市

長
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り

今
後
の
事
業
仕
分
け
は
不

要
と
考
え
る
が
伺
う
。

答　

市
民
の
市
政
参
加
意

識
の
高
ま
り
や
、
行
政
の

説
明
責
任
の
徹
底
と
も
な

な
る
こ
と
か
ら
今
後
と
も

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

ちょっとホンネ

　事業仕分けは、市長が
実施するだけで十分。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
独
自
の
農
業
支
援
策

に
つ
い
て

❷ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
の
考
え
方

に
つ
い
て

❸ 

公
共
事
業
の
予
算
確
保

に
つ
い
て

西 　銑治 議員

牛
島
温
泉
早
期
実
現
を

牛
島
温
泉
早
期
実
現
を

議員のつぶやき
未

事
業
評
価
に
付
し
て
24
年

度
実
施
設
計
、
25
・
26
年

度
施
設
整
備
を
行
う
。

問　

地
域
住
民
は
も
ち
ろ

ん
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

も
一
日
も
早
く
造
っ
て
ほ

し
い
要
望
が
あ
る
。
早
期

実
現
に
一
年
前
倒
し
し
、

25
年
完
成
を
目
指
せ
。

答　

温
泉
施
設
建
設
に
は

前
段
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
め
る
が
予
算
を
確
保
し

な
が
ら
、
一
日
も
早
く
市

民
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
早

期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

問　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
の
実
態
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

農
作
物
の
被
害
は
特

に
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ザ

ル
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

全
市
に
広
が
っ
て
い
る
。

問　

サ
ル
は
当
市
で
14

群
、
955
頭
と
言
わ
れ
、
増

え
る
と
婦
人
や
子
供
は
危

う
く
今
か
ら
安
全
対
策
を
。

答　

継
続
的
に
個
体
数
管

理
に
努
力
す
る
。

問　

当
時
牛
島
開
発
構
想

の
住
民
説
明
会
が
開
か

れ
、
そ
れ
は
気
軽
に
楽
し

め
る
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
説

明
で
先
見
的
発
想
の
下
に

地
域
住
民
の
世
論
も
素
直

に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ブ

ル
が
は
じ
け
、
我
が
国
の

経
済
は
低
迷
の
一
途
を
た

ど
り
金
余
り
リ
ゾ
ー
ト
開

発
は
ど
こ
の
地
域
で
も
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

で
す
。
我
が
ま
ち
も
ま
た

例
外
で
な
く
、
し
か
し
、

烏
崎
住
民
は
土
地
を

ま
ち
に
提
供
し
温
泉

掘
っ
て
の
大
き
な
夢

を
託
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
今
年
か
ら
計

画
に
入
る
施
設
建
設

の
考
え
を
伺
う
。

答　

今
年
度
取
り
ま

と
め
る
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
来
年
度
地

域
住
民
の
合
意
を
得

る
手
続
き
を
実
施
し

て
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
。
そ
の
後

ちょっとホンネ
　漁業者は水産資源の枯
渇が進み水揚げ減少。漁
民は海に生きるため小さ
な魚は海に放す。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

本
市
に
お
け
る
米
作
農

家
の
現
状
に
つ
い
て

❷ 

南
相
馬
市
一
等
米
落
ち

込
み
収
入
減
支
援
対
策

❸ 

漁
業
振
興
に
つ
い
て
水

産
資
源
規
制
管
理
な
ど
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一
般
質
問

議員のつぶやき
未

特別養護老人ホーム「長寿荘」

応
援
の
た
め
に
使
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

は
。

答　

建
設
事
業
は
、
必
要

性
緊
急
性
等
に
よ
り
優
先

性
を
判
断
し
、
見
直
し
を

し
て
い
る
。

問　

共
栄
ク
リ
ー
ン
は
、

10
月
に
た
め
池
の
水
を
抜

き
11
月
に
は
池
底
の
土
を

掘
り
始
め
た
。
説
明
会
を

開
い
て
欠
席
者
に
も
内
容

を
届
け
た
か
ら
、
水
利
組

合
の
同
意
を
得
た
と
言
っ

荒木千恵子 議員

問　

失
業
や
経
営
難
、
赤

字
農
業
な
ど
、
市
民
の
所

得
が
減
っ
て
い
る
。
国
保

税
を
引
き
下
げ
滞
納
世
帯

を
減
ら
す
た
め
に
、
国
保

の
基
金
１
億
900
万
円
を
取

り
崩
す
考
え
は
。

答　

基
金
は
、
不
測
の
事

態
に
対
応
す
る
た
め
の
も

の
で
、
慎
重
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
設
は
、
地
元
の
業

者
の
仕
事
を
作
り
雇
用
対

策
に
も
な
る
。
入
所

待
機
者
ゼ
ロ
を
め
ざ

す
た
め
に
、
ぜ
ひ
必

要
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

答　

来
年
度
に
石
神

地
区
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
計
画
中
。

問　

く
ら
し
応
援
施

策
の
財
源
と
し
て
、

不
要
不
急
の
大
型
事

業
、
中
で
も
環
状
一
号

線
は
、
ゆ
と
り
が
出

て
来
る
ま
で
待
っ
て
、

そ
の
財
源
を
く
ら
し

基
金
を
使
っ
て

基
金
を
使
っ
て

国
保
税
を
安
く
！

国
保
税
を
安
く
！

て
い
る
が
、
市
も
そ
の
様

に
理
解
し
て
い
る
の
か
。

答　

10
月
12
日
公
害
防
止

協
定
を
履
行
す
る
よ
う
通

知
し
た
。「
共
栄
」
か
ら

溜
池
改
修
工
事
の
変
更
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
開
発
行
為
変
更
協

議
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、

市
は
国
有
財
産
法
に
基
づ

き
指
導
し
た
。
変
更
申
請

書
は
昨
日
（
12
月
14
日
）

に
な
っ
て
提
出
さ
れ
た
。

ちょっとホンネ
　市民のくらしは、もう
限界。「コンクリートか
ら人へ。くらし優先」ど
こかで聞いたな…。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

国
保
の
資
格
証
明
書
の

発
行
は
や
め
る
べ
き

❷ 

介
護
保
険
施
設
利
用
料

の
軽
減
制
度
を

❸ 

「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
を

全
市
で
実
施
を

大山 弘一 議員

「
市
民
の
目
線
」
で

「
市
民
の
目
線
」
で

行
政
改
革
を
！

行
政
改
革
を
！

議員のつぶやき
未

残
業
が
増
え
、
発
表
経
費

220
万
円
以
上
に
経
費
が
か

さ
み
ま
す
ね
。

　

こ
の
事
業
自
体
の
目
的

が
効
率
化
で
す
か
ら
、
市

民
の
来
な
い
土
・
日
開
催

で
高
い
経
費
を
か
け
る
よ

り
日
常
業
務
を
効
率
化
し

平
常
時
間
内
で
実
施
し
て

模
範
を
示
す
べ
き
で
す
。

答　

で
き
た
ら
土
・
日
開

催
。

問　

常
磐
高
速
に
よ
る
ス

ト
ロ
ー
現
象
の
影
響
調
査

を
速
や
か
に
始
め
る
べ

き
。

答　

調
査
は
出
来
な
い
。

問　
（
仮
）
鹿
島
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
実

現
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
機
能
が

生
れ
不
可
欠
で
す
。
朝
市

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
仙
台

100
万
人
固
定
客
化
が
期
待

で
き
ま
す
。

答　

全
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
対
応
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問　

高
速
道
施
設
名
称
の

市
民
合
意
を
丁
寧
に
。

答　

わ
か
り
ま
し
た
。

事
業
仕
分
け
は

問　

両
日
の
記
名
傍
聴
者

147
人
の
内
、
一
般
市
民
の

数
は
？

答　

判
断
は
難
し
い
。

問　

残
念
で
す
ね
。

来
場
者
に
対
し
て
ラ
イ
ブ

中
継
接
続
は
２
千
469
件
。

凡
そ
500
人
以
上
の
市
民
が

見
た
と
推
察
し
ま
す
。

　

も
し
録
画
中
継
が
あ
れ

ば
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ま
た

は
職
場
で
の
話
題
で
さ
ら

に
増
え
た
で
し
ょ
う
。

　

休
日
日
中
よ
り
も
、
時

間
や
曜
日
に
束
縛
さ
れ
ず

に
見
た
い
市
民
が
多
い
は

ず
。
休
日
開
催
で
高
額
な

人
件
費
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
評
価
員
の
日
当
は

平
日
、
土
・
日
に
関
係
な

く
６
千
500
円
。

　

超
過
勤
務
手
当
の
職
員

は
時
給
平
均
２
千
500
円
、

こ
の
格
差
は
市
民
の
目
線

に
合
致
し
な
い
の
で
は
？

ま
た
、
代
休
処
理
と
い
う

こ
と
は
、
出
勤
日
が
減
り

ちょっとホンネ
　「事業仕分け」１時間
＝仕分け 30 分＋待機
30分。高速道施設名称
は「市民の目線」と外部
利用者の声を‼

そ
の
他
の
質
問

❶ 

近
す
ぎ
る
選
挙
掲
示
板

の
適
性
配
置
を

❷ 

市
長
の
経
済
成
長
戦
略

約
70
万
円

平
日
開
催

約
220
万
円

土・日
開
催




